
多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今年度は『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替え、多賀町に関す
るクイズを合計50問出題させていただきます。ふるってご応募ください。
また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

昭和60年、多賀町制○○周年記念式典が行われ、林清一郎に名誉町民の称号が送られました。○○
に入る数字はなんでしょう？

○○

昭和61年、多賀大社で多賀講創設○○○年記念大会が開催されました。○○○に入る数字はなん
でしょう。次の3つからお選びください。

1．300 2．500 3．800

昭和62年、B＆G多賀海洋センターで開催された第1回目のまつりは？

○○○○○○○まつり

昭和63年、ダイニックアストロパーク天究館で発見された小惑星の名は？

1．せいりゅう 2．りょうぜん 3．たが

先月号の答えは下記の通りです。

Q27…3.びわこ国体、Q28…1.権現谷林道、Q29…大滝、Q30…B＆G

Q34

Q33

Q32

Q31

5050505050505050505050505050505050

編／集／後／記

「紅葉狩り」。紅葉を見に行くことをこのように言う
ことがあります。なぜ狩り？と不思議に思ったことは
ないでしょうか。紅葉のついた枝を折るわけでもない
のに…sもともと狩りという言葉は、けものを捕まえ
る意味で使われていましたが、果物を採ったり、草花を
眺めたりすることにも使われるようになりましたs草
花を眺めるようになった由来については、狩猟をしな
い貴族があらわれたとき、自然を愛でることを狩りに
例えたという説があるようです。
kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは11月24日（木）です。正解者の中から抽
選で10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品
の発送をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成17年9月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,607世帯（±0）

人　口
8,370人
（－17人）

男　性 3,988人（－4）

女　性 4,382人（－13）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

町の花

ササユリ

町の木

スギ

町の鳥
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古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
た
が

広
　
　
報
　
た
　
が

1
1 月
号
　
　
　
　
発
行
■
多
賀
町
役
場
　
編
集
■
企
画
課
〒
522 ‐

0341
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
3
2
4
電
話

0
7
4
9 ‐
4
8 ‐
8
1
2
2

毎
月
発
行
　
通
巻
第
6
9
9
号
　
印
刷
■
有
限
会
社
エ
ー
・
サ
イ
ト

お詫びと訂正　10月号の50周年記念クイズで「Q23、Q24、Q25、Q26」は
「Q27、Q28、Q29、Q30」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
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多賀町多賀町 
町制町制5050周年周年 

多賀町 
町制50周年 

山蒼く山蒼く 水清く水清く 
心豊かな多賀のまち心豊かな多賀のまち 
山蒼く 水清く 
心豊かな多賀のまち 

たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/
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胡宮神社の紅葉■秋。自然豊か
な多賀町には、紅葉の楽しめる
ところがたくさんあります。胡
宮神社もそのひとつですs写真
は、昨年秋の紅葉のようすです。
鮮やかな紅葉の中、石階段を上
っていくのも、心地よいことで
しょうs今年は、例年より早い
11月初旬ごろから、きれいな
紅葉が見られると思われます。
ぜひ足を運んでその目で紅葉を
楽しんでください。



歳出歳出歳歳歳歳歳歳歳歳出出出出歳歳歳歳歳歳歳出出出出歳歳歳歳歳歳歳出
40400440040404040440億億億億億億億億億億億億億億 969999966 22229966 22692269926 269229269692万万万万万万万万万4444444千円千円千千円円千円千円千千
500500500550500500万円円円の家計計円の家計計計計円円円万 家家のの万 計のののの家計円の家円円 計計計万円の家計

親 送り、の仕送の親への仕親 の仕送りのの仕送り、へのの親 のの仕送親 仕送親親への仕送り、
もへの仕送も子ども り仕子 仕送りももどももへの仕送も の仕送子 仕送りど 仕送ど 送子どもへの仕送り仕送どど 仕送
】【年額】【年額年額【【【 】】】年額】【年額【年額】3939993939万万万万万万万万999999千円千円千千円千円千円
】【月額【月額】【月額】【【【【【 】】】月月月額】【月額【月額】333333333万万万万万万万万 5953252 932559555932592 93253259円円円円円円円円円円円

操出操操 金操 金出金操操操操 金出金操 金操出操操 金出金操 金操操出金
33333億億億億333千千千494499万万万万11千千円千円千千千千円

228.2228.2288.2％％％％％％％％％％％

人件費人件費
9999億億 9759975959595975597万万万4444千円千千円

22.622.6％％

扶助費費費扶助助扶助費費扶助扶助助扶助費助助助扶助費扶扶扶扶扶 費扶助費
11111億億億億億億億億77777777千千千千千600600万円万円万円

4.444.44.44.44444.44 444.4％％％％％％％％％

公債費公債費
77億億99千千37237272733337237372万万万万万万万4444444千円千円円千円千千円

19.819.8％％

投資的経費投資的経費
66億億77千千520520万万77千円千円千円

116.9116.916.9％％

物件費物件費
666666億億億億億億2222千千千千千9966699999969966万万万万万万万99999千円千円千円千円

15.715.715.7％％％

持補修費持補持補維持持持維持補修費維持持維 補維持持補維持維 補修費維 修維持補修費維維維維持補維 費維持補修維維持維持補修維 修維持補修費
22千千 40244440240244万万万万万万万万万万万万万万万万8888888888888千円千千千円千円

0.50.5％％

補助費等補助費等
444444444億億億億億億億6666666666千千千千千3573577357335555357357万万万万万万万万6666666666千円千円千円円千円千円

11.611.6％％

積立金積立金
4344343434343万万万万万万777777千円千円千円千円

0.00.00.0％％

投資及び出資金・貸付金投資及び出資金・貸付金
111千千129129万万88千円千円

0.30.30.3％％

食費食費
【年額】【年額】109109万万万万万万4444444444千円千円千千円千円千千円
【月額】【月額】【月額】99万万 731173731173333371173円円円円円円円円

等療費、学費等療医療療医療費、学費等等等等学医医療療療療療療療療療療 、学費等医療医療 等等等療費、学費療費、学費医医医 費 学費等費 学費等医 等等等等等費 学費等費等費等療費 学 等等等医療費、学費等
額】年額【年【 】【年額年額年額【年 】年額【年額】2121万万33 円千千円千千円千千千円千円
額額】額】額額額額【月月【月月【月 】【月額月月 】】【【【月月月額【月額】11111万万万 27712227712221177 22222777712円円円円円

借金返済借金返済
【年額】【年額】】】【【年額】【年額】959595万万万万万999千円千円円千円千円
【月額】【月額】77万万98769876円円円

家の増改築、家の増改築、家の増改築、
車車の買い替え等車 替え等車車車車の買い替え等車の買い替え等車の買い替え等
【年額年額】【年額【 】年年額年年年額【年年額】年年額【年額】8181万万55千円千円
【月額】】】【月額】】】月額【月額】66666万万79497949円円円

光熱水費費、光熱水費、光熱水費光熱水費、
家電修理、家電修理、家電修理家電修理、
被服費等等費等等被服費等等服費等等被服費等等費等被服費等

【年額額】【 】年額年額年年額年 】【年額【年額】7676万万111千円千円
【月額】】】【月額】】【月額【月額】6666666666万万万万万万33333973973333 93399993333333 73397円円円円円円円円円

壁の張替え、壁の張の張壁の壁の張張張張替壁壁壁の張替えのの 、壁の張ののののの壁壁壁壁壁壁壁 替壁 張壁の張替え、
修繕、り修繕修繕雨漏り修繕雨漏り修繕修修修修修修修修繕繕繕雨雨雨 繕繕繕漏りりり漏 、修繕修修修雨漏 修修修雨 修修雨 修繕雨漏 修修修漏 修繕漏 繕漏 修繕雨漏 繕雨漏り修繕、

庭の葉刈等等等等等等等等葉刈等等等庭の葉刈等
【年額】【年額】22万万万4444千千円円円円円円円円千千円円千円千千円円円千千円
【月額】【月額】20382038円円円

各各種保険料、小遣い各種保険料、小遣い各種保険料、小遣い各各各各種保険料 小遣各各種各種 料各種保険料 小遣各種保険料 小遣各種保険料、小遣い
【年額】【年額】565656万円万円万円万円
【月額】【月額】【【 】月額】月月【月額】【月額】444444444万万万万万万万666666千千千千6526652652円円

金貯金貯貯金金貯貯金貯金貯貯貯金貯金
【年額】【年額】11千円千円
【月額】【月額】4444円円円

資等株式投資等株 資式式 等等投投資株株株株株株 投式式投資等投投資資資式投株式投株株株式投資等株株式投資等株式投資等
【年額】【年額】【年額】11万万万4444千円千千円
【月額】【月額】【月額】11371137円円円

繰越金金金金繰越金金繰越金金繰越金繰越金金繰越金越金越繰繰繰越繰越金
11億億億444444千千千千千千千千千443544354435万万万万万万万万万4444千円円円円千円千円円円円千千円

3.53.3.33.53.5％％％％％％％％
町税、分担金、使用料等町税、分担金、使用料等
1717億億88千千6565万万22千円千円

43.043.0％％

地方交付税、国・県支出金地方交付税、国・県支出金
1515億億66千千千4094409万万88千円千円

37.837.8％％

基金繰入基金繰入基金繰入金入基金繰入金金繰入繰入入金入金金金金金 金金金金金金基基 繰繰基金繰入金基金繰入金
75675675675675677775555555666666665555666756756万万万万万万万万万万万万万99999999999999 円千円千円千円千円円円円円円千円千円

0.20.2％％

町債町債
66億億億4444千千千33

15.515.5％％

族で得た家族 得家族族で得た家族で得た家族で得家族族で得家族家族で得た
収入収収入収収収収入
【年額】【年額】【年額】
15212 52 5215万円万円
【月額】【月額】【月額】

1717万万万99千千196196円円円

親などからの支援親などからの支援
【年額】【年額】188188万万99千円千円
【月額】【月額】1515万万77千千千4034403円円円

金の解金の解定定期期預金の解約解約約約約約約約約約約約約約約約解解解解解解解解預預預預預期期期期期期期預期定定定定定定定 金金金ののの期 約預金預金預金の解定定定定期定定期定定定期 約預預期 のの金の預預預金定定 約約のの 約約約期期 金 解約期預預金預 解解預定定期 金の解解約定定期定期預金の解約
【年年 】】】年額】年額】【 】年額額年額年額年額年額額額年 】】】【年額【年額】999999999999999千円円千千円円円円円円千千千千千千千円千円
【月月月額】月【月額】月月額月月月 】【月月月月月【月月額【月額】762762円円

借金借金
【年額額】【 】】年額】【年額【年額】7777777万万77千円千円
【月額額月額】【 】月額月額額】【月額【月額】66万万万4444千千千779779円円円円円円円

前年年からの繰繰繰繰越越繰繰繰繰繰繰前 繰年年 越越越越越からの繰繰越越越越越越越越からの前 の 越越越年か 越繰繰越年からの繰繰越前年 繰前 ら 越前 越前年からの繰越
【年 】【年年額】【 】年年年額年額年年額【年 】年額【年額】17771717177111717万万万万万万万万万万万4444444444千千円円円円円円千千円千円千千千円円千千円
【月月額】額】】月額月額【 】月月月額額月月【 】】】月月月月月月額【月額】11万万万4444千千千千千千552272725555252275527円円円

歳歳歳歳歳歳入歳入歳歳歳入歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入
414111444441億億億億億億億億億億億億億44444444千千千千千千千千千千 737733333773333333773337万万万万万万万万万万万万万万333333333千円千円千千円円円円円円千千千円千円千円

50000055 00005500500万万万万円の家計円円の家計円万万万万 の家万万 の家計円 計万円の家計
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特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集

決 算
平成16年度　多賀町の財政状況　 ～家計にみたてて～

5
万
4
千
円
納
め
て
い
た
だ
き
、

４７
万
7
千
円
使
い
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
末
の
地
方
債
残
高
は
、
前
年
度

か
ら
2，

8
2
0
万
円
減
っ
て
54
億
2，

8
4

4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
が
減

少
し
て
い
る
た
め
、
町
民
1
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
約
64
万
3
千
円
（
1
千
円
の
増
加
）
と

な
り
ま
す
。

歳
入
で
も
っ
と
も
多
い
町
税
は
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
6，
0
9
8
万
円
増
え
て
15
億
7，

2
9
5
万
円
で
、
そ
の
内
、
直
接
皆
さ
ん
が
納

め
ら
れ
た
お
金
は
、
1
人
当
た
り
約
5
万
4
千

円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
1
人
当
た
り
の
歳
出

額
は
、
47
万
7
千
円
と
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計
の
決
算
額
で
は
、
育

英
事
業
が
減
少
し
た
も
の
の
そ
の
他
の
会
計
は

増
加
し
、
総
額
は
前
年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入

で
5
億
6，
8
1
1
万
円
、
17
・
8
％
の
増
加
、

歳
出
で
、
5
億
2，

2
2
2
万
円
、
17
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

平成１６年度　特別会計および企業会計決算　（単位：千円）

会　　計　　名 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 事 業 ６４７，７８４ ６４２，２８７

老 人 保 健 事 業 ９７０，１１６ ９５５，１４１

介 護 保 険 事 業 ５００，７８７ ４８３，６３２

多 賀 町 育 英 事 業 ２，５９４ ２，５３６

びわ湖東部中核工業団地

公 共 緑 地 維 持 管 理
４，５２９ ３，３９０

住 宅 団 地 造 成 事 業 １６５，７１２ １４９，２２１

多 賀 財 産 区 管 理 会 ２８６ １３３

大 滝 財 産 区 管 理 会 １，３３９ ７５６

下 水 道 事 業 ７７６，１２１ ７２２，２５１

農 業 集 落 排 水 事 業 ２７０，０７０ ２５８，３０６

水 道 事 業 ４１７，２０３ ３８７，５１０

平成12年度 

平成13年度 

平成14年度 

平成15年度 

平成16年度 

62万3千円 

61万9千円 

62万円 

64万2千円 

64万3千円 

45億204万4千円

41億2千338万9千円

41億1千434万5千円

45億2千521万2千円

40億692万円4千円

46億4千821万6千円

42億5千359万4千円

43億1千525万4千円

46億6千956万6千円

41億4千37万3千円

歳入 歳出 

平成平成12年度年度 

平成平成13年度年度 

平成平成14年度年度 

平成平成15年度年度 

平成平成16年度年度 

平成12年度 

平成13年度 

平成14年度 

平成15年度 

平成16年度 

平成16年度の一般会計決算額は、歳入総額41億4,0

37万円、歳出総額40億692万円となり、対前年比は

歳入については11.3％の減額、歳出についても11.5％

の減額となりました。なお、歳入歳出差引額は、1億3,

345万円の黒字決算となりました。

今回は、町の財政状況を皆さんにわかりやすくお伝え

するために、町の財政状況を500万円規模の家計に見

立てて、円グラフで表してみました。

歳入のグラフでは、内側に町の歳入を大きく5つに分

け、それぞれが家計では何にあたるかを外側の円で表し

ています。

また、歳出のグラフにおいても、内側に町の歳出を性

質別に10に分け、それぞれが家計では何にあたるかを

外側の円に示しています。

町民一人あたりの地方債（町が借りたお金）決算額の推移
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ふるさとまつり

4広報 たが 11月号

ふるさとまつり

第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町第18回 多賀町 ふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつりふるさとまつり
10月15日、16日にB＆G多賀海洋センターで、『第18回多賀町ふる
さとまつり』が開催されました。
15日は、体育館で文化展だけの開催でした。雨にもかかわらず、多く
の方が書道や絵、手芸、陶芸などの作品を見にこられました。
そして、16日は心配されていた雨も降ることなく、文化展に加えて、海

洋センターの敷地内で、ステージイベント、子ども広場、模擬店、木工体験
コーナー、交通安全コーナー、フリーマーケットなどが開催されました。
秋晴れの心地良い天候に恵まれ、多くの方が楽しまれていました。
ご協力いただきました地域の皆さま、各団体の皆さま、ありがとうござ
いました。

▲かろやかなステップ。キッズストリートダンス

▲木工体験では、木のぬくもりに触れました

▲体育館の2階では、社交ダンスの発表もありました ▲迫力満点！淡海麒麟太鼓

▲フリーマーケットもたくさんの人でにぎわいました▲元気いっぱい、キッズリズムダンス

▲大正琴白菊会の優雅な音色▲大正琴あじさい教室、すみれ教室の合同発表▲なごみ会による銭太鼓▲新舞踊百合雀会による華麗な踊り

▲高取チェンソークラブのライブショー ▲射的ゲーム。よ～く狙いをさだめて…

▲かわいい歌声が秋空に響きました▲おかあさんといっしょ♪親子リズムダンス

▲文化展は、すばらしい作品揃いでした

▲仮面ライダーショー。子どもたちに大人気 ▲多賀座は、今年も迫力のある演舞を披露していただきました

▲シートベルトの大切さがわかりました
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多
賀
K
I
D
S
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

近
畿
大
会
で
準
優
勝
！

多
賀
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
準
備
委
員
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
始
ま
る
！

皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
収
が
終
了
し
、
現

在
、
集
計
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
段
階
で
特
に

重
要
視
し
て
お
り
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
意
識
や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施

状
況
の
把
握
・
分
析
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
よ
り
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ス
タ

イ
ル
の
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
す
か
を
検
討
し

て
い
く
材
料
と
な
る
も
の
で
す
。

集
計
結
果
に
つ
い
て
は
準
備
委
員
会

が
発
行
す
る
広
報
誌
第
2
号
で
詳
し
く

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

参
加
者
募
集

日
時
■
11
月
19
日
（土）

13
時
30
分
〜

※
雨
天
決
行

場
所
■
屋
内
多
目
的
運
動
広
場
お
よ
び

そ
の
周
辺

定
員
■
1
0
0
人

参
加
料
■
無
料

講
師
■
松
見
輝
子
さ
ん

内
容
■
楽
し
く
安
全
で
効
果
の
あ
る
正

し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
テ
ー
マ

に
、
実
技
を
中
心
と
し
た
講
義

服
装
■
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
外
靴
で
の
講
義
に
な

り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
■
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
各
字
体
育
推
進
員
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。）

犬
上
田
園
マ
ラ
ソ
ン
参
加

者
募
集

日
時
■
11
月
27
日
（日）

9
時
〜
　
※
小

雨
決
行

場
所
■
豊
栄
の
さ
と
（
豊
郷
町
）
周
辺

参
加
料
■
無
料

種
目
■
3
㎞
…
小
学
生

5
㎞
…
中
学
生
以
上

10
㎞
…
高
校
生
以
上

3
㎞
…
エ
ン
ジ
ョ
イ
部
門

申
し
込
み
方
法
■
11
月
11
日
（金）
ま
で
に

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
と
ス
ポ
ー
ツ
②

日
常
生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
声
が
小
さ

い
、
大
き
な
声
を
出
せ
な
い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
　
学
校
で
も
授
業
中
の
発
表
で
ボ

ソ
ボ
ソ
し
ゃ
べ
る
子
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
授
業
中
の
発
表
の
声
が
小
さ
く
て
教

師
か
ら
注
意
さ
れ
て
も
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
声
の
大
き
さ
を
つ
か
め
て
い
な

い
の
が
原
因
の
よ
う
で
す
。
な
ぜ
、
そ
う
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
…
原
因
の
一
つ
は
乳
幼
児
期
に
泣
く

体
験
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

昔
か
ら
泣
く
子
は
育
つ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
最
近
の
母
親
は
赤
ち
ゃ
ん
を
泣
か

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
一
人
っ
子
が
多

く
家
庭
内
で
は
兄
弟
げ
ん
か
で
泣
く
こ
と
も
な

く
、
ま
た
、
泣
き
始
め
た
ら
大
人
が
駆
け
寄
る
…
。

こ
れ
で
は
泣
く
こ
と
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。
子

ど
も
は
泣
く
量
が
少
な
い
と
肺
が
大
き
く
育
た

ず
、
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
内
遊
び
が
増
え
た
こ

と
で
す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
漫
画
・
テ
レ
ビ
視
聴
が

子
ど
も
の
生
活
時
間
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

声
の
大
き
さ
の
調
節
は
、
一
人
遊
び
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
友
達
と
の
外
遊
び
を
通
じ
て
広
さ
や
距
離

に
応
じ
た
声
を
発
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

声
の
大
き
さ
は
自
分
を
表
現
す
る
基
本
的
な

手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
お
腹
か
ら
声
を
出
す
元

気
な
多
賀
の
子
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

今
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
予
選
大
会

（
滋
賀
県
14
チ
ー
ム
）
で
勝
ち
進
み
、

み
ご
と
多
賀
K
I
D
S
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

近
畿
大
会
は
大
阪
堺
市
の
市
立
大
浜

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
2
年
生
か
ら
6

年
生
計
8
人
の
選
手
た
ち
は
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
み
ご
と
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン

の
滝
川
智
也
君
は
、「
近
畿
大
会
で
は
、

京
都
の
チ
ー
ム
に
負
け
て
準
優
勝
で
し

た
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
秋
の
県
大
会

で
も
勝
っ
て
近
畿
大
会
に
出
場
し
、
今

度
は
優
勝
し
た
い
で
す
。」
と
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
す
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

スポーツ
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紅
葉
の
季
節
で
す
。
今
月
中
旬
に
は
「
あ
る
い
て
ま
い
ろ
う
多
賀
三
社
ま
い
り
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
賀
の
秋
を
満
喫
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
く
だ

さ
い
。
さ
て
、
今
月
は
多
賀
に
存
在
す
る
古
墳
群
の
中
か
ら
、
3
つ
の
遺
跡
を
紹
介

し
ま
す
。

楢
崎
古
墳

多
賀
町
大
字
楢
崎
に
あ
る
楢
崎
古
墳

は
、
1
9
9
5
年
か
ら
1
9
9
9
年
に

か
け
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
61
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
縄
文
時
代
の
土
器
棺
墓
や
、

中
世
の
集
落
跡
・
館
跡
・
墓
跡
な
ど
も

発
見
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
性
格

を
持
っ
た
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

形
成
さ
れ
た
時
期
は
、
6
世
紀
後
半

か
ら
7
世
紀
中
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
古
墳
の
中
に
は
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
土
器
や
甕か

め

、
実
用
品
の
煮
炊

き
具
な
ど
が
出
土
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
楢
崎
1
号
墳
は
、
犬
上
郡
に

分
布
す
る
古
墳
群
の
中
で
は
、
最
大
級

の
石
室
を
持
っ
て
い
て
、
町
指
定
史
跡

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
表

面
に
は
芝
が
は
っ
て
あ
り
、
楢
崎
古
墳

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
田
遺
跡

多
賀
町
大
字
多
賀
お
よ
び
土
田
に
あ

る
土
田
遺
跡
は
、
各
種
開
発
事
業
に
伴

う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
縄
文
時
代
後

期
か
ら
中
世
の
遺
構
や
遺
物
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
土
田
遺
跡
で
は
、
土

器
を
棺
と
し
て
使
用
す
る
土
器
棺か

ん

墓ぼ

が

発
掘
さ
れ
、
縄
文
時
代
晩
期
の
墓
地
構

造
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
資
料
で
あ

る
こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

土
器
棺
墓
は
、
2
つ
の
土
器
の
口
を

合
わ
せ
て
埋
め
た
も
の
や
、
土
器
の
口

に
別
の
土
器
を
割
っ
て
ふ
た
に
し
た
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
構

面
や
、
土ど

坑こ
う

の
中
か
ら
、
石
斧
、
石
剣

や
土
偶
な
ど
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

大
岡
高
塚
古
墳

多
賀
町
大
字
大
岡
に
あ
る
大
岡
高
塚

古
墳
は
、
町
指
定
史
跡
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
直
径
は
25
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
あ
り
、
現
在
は
そ

の
上
に
ヒ
ノ
キ
や
ス

ギ
が
高
々
と
生
い
茂

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
墳
の
発
見

は
、
明
治
20
年
ご
ろ

と
い
わ
れ
、
近
く
の

田
へ
の
近
道
を
つ
け

よ
う
と
し
て
、
石
室

に
突
き
当
た
り
、
そ

の
後
は
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
と
な
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

古
墳
の
石
室
内
部

は
、
天
井
石
も
大
き

く
、
石
室
も
き
れ
い
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
入
口
か
ら
奥
の

壁
ま
で
、
1
メ
ー
ト
ル
近
く
土
砂
に
よ
っ

て
埋
没
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
内
部
の

よ
う
す
は
、
側
壁
の
抜
き
取
り
穴
か
ら

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施

点
灯
期
間
■
11
月
10
日
〜
30
日

点
灯
時
間
■
日
没
〜
21
時

実
施
場
所
■
胡
宮
神
社
・
大
滝
神
社

（
大
蛇
の
淵
）
・
高
源
寺

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
観
光
協
会

㈲
2-

2
3
4
9

（電）
4
8-

2
3
6
1

役
場
農
林
商
工
課

㈲
2-

2
0
3
0

（電）
4
8-

8
1
1
7

メ
ー
ル
　n

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

こころのふるさとたが 再発見

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

再
発
見

▲会議の写真

お問い合わせ
多賀町B＆G海洋センター
（有）2-1625 （電）48-1625

▲楢崎古墳公園

▲土田遺跡土器

大岡高塚古墳石室内部s
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い
き
い
き
ラ
イ
フ
体
験
塾
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
年
も
恒
例
と
な
り
ま
し
た
多
賀
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
主
催
の
「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
体
験
塾
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

今
年
は
「
生
活
習
慣
病
予
防
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
運
動
」
と
「
食
事
」

に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
■
11
月
13
日
（日）

9
時
〜
9
時
30
分
（
受
付
）

会
場
■
多
賀
町
中
央
公
民
館

内
容
■
講
演
「
効
果
的
な
運
動
の
実
践
に
つ
い
て
」

（
歩
き
方
の
基
本
形
）

講
師
■
滋
賀
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

健
康
運
動
指
導
士
　
山
本
　
瑞
枝
　
先
生

10
時
45
分
〜

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
践

「
豊
か
な
田
園
風
景
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩

い
て
み
よ
う
」

※
中
央
公
民
館
〜
野
鳥
の
森
ま
で
約
2
㎞

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
な
い
方
は
、
負
担
の
か
か
ら

な
い
運
動
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

11
時
30
分
〜

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
昼
食
（
人
数
限
定
）

「
日
ご
ろ
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
よ
う
」

※
あ
な
た
の
身
長
に
見
合
っ
た
食
事
の
と
り
方
を
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
参
加
希
望
の
方
は
、
福
祉
保
健
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☆
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
方
は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

（有）
2-

2
0
2
1

（電）
4
8-

8
1
1
5

メ
ー
ル
　h

o
ke
n
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
る
」
―

そ
れ
が
体
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、

誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
実
際
の
食
生
活
で
、
私

た
ち
は
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
な

ど
の
栄
養
素
を
意
識
し
て
と
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肉
や
野

菜
な
ど
の
食
品
を
食
べ
、
そ
の
中
の

栄
養
素
を
と
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
を
ど
う
食
べ
た
ら
、
必
要
な
栄
養

素
を
過
不
足
な
く
摂
取
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

栄
養
素
の
役
割
ご
と
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

1
回
の
食
事
の
中
に
は
、
主
食
と

お
か
ず
が
あ
り
、
お
か
ず
と
し
て
肉

や
魚
、
野
菜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

食
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
栄
養
素

に
よ
っ
て
、
6
つ
の
食
品
群
に
分
か
れ

ま
す
。
こ
の
「
6
つ
の
基
礎
食
品
」
の

グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ

れ
ぞ
れ
2
〜
3
種
類
以
上
食
べ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
食
品
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

毎
食
ご
と
に
変
化
を
つ
け
て
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
た
せ
る
。

さ
て
、
1
日
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

食
品
を
食
べ
て
も
、
毎
日
同
じ
食
品
ば

か
り
食
べ
る
の
で
は
、
あ
ま
り
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
肉
を
食
べ
た
ら
明

日
は
魚
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
食
品
群

の
中
で
も
な
る
べ
く
違
う
も
の
を
食
べ

る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
の
コ
ツ
は
、
1
食
ず
つ
に

変
化
を
も
た
せ
る
こ
と

で
す
。
朝
食
、
昼
食
、

夕
食
で
な
る
べ
く
異
な

る
食
品
を
使
い
、
さ
ら

に
1
週
間
の
メ
ニ
ュ
―

で
は
、
同
じ
料
理
が
繰

り
返
し
登
場
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
す
。

今
日
の
夕
食
は
和
食
、

明
日
は
中
華
、
あ
さ
っ

て
は
洋
食
…
と
い
う
よ

う
に
調
理
法
を
変
え
た

り
、
主
菜
の
味
付
け
に

変
化
を
も
た
せ
る
と
、

メ
ニ
ュ
ー
に
バ
ラ
エ
テ

ィ
が
出
て
き
ま
す
。

食
生
活
の
乱
れ
が
生
活
習
慣
病
を
呼
び
寄
せ
ま
す
！

い
ろ
い
ろ
な
食
品
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。

福祉保健
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自
転
車
の
交
通
安
全

自
転
車
は
、
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物

で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
転
車
が
関

係
す
る
交
通
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

安
全
通
行
の
ポ
イ
ン
ト

1．

で
き
る
だ
け
「
自
転
車
通
行
可
」

の
歩
道
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

車
道
通
行
が
原
則
だ
が
…

自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
で
は
「
車

両
」
に
区
分
さ
れ
、
車
の
仲
間
で
す
。

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
で

交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
大
会
開
催

9
月
29
日
、

高
齢
者
の
交

通
安
全
意
識

の
高
揚
、
習

慣
化
や
、
交

通
事
故
の
防

止
を
図
る
た

め
、
彦
根
･

犬
上
地
区
交

通
安
全
対
策

連
絡
協
議
会

主
催
に
よ
る
、

交
通
安
全
高

齢
者
自
転
車

大
会
が
、
B
＆
G
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
屋
内
多
目
的
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

多
賀
町
か
ら
は
、
一
之
瀬
長
楽
会
、

一
円
老
人
ク
ラ
ブ
、
多
賀
柏
葉
ク
ラ
ブ

が
参
加
さ
れ
、安
全
確
認
や
一
時
停
止
、

信
号
交
差
点
の
通
行
と
い
っ
た
基
本
走

行
な
ど
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
ル
ー

ル
を
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
○
×
ク
イ
ズ
、
実
技
テ

ス
ト
の
2
競
技
が
行
わ
れ
、
み
ご
と
一

之
瀬
長
楽
会
の
大
道
英
昭
さ
ん
が
個
人

準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
中
学
校
　

ス
テ
ー
ジ
幕
が
一
新

多
賀
幼
稚
園
　

床
改
修
工
事
完
了

体
育
館
の
老
朽
化
し
て
い
た
ス
テ
ー

ジ
幕
が
、
竣し

ゅ
ん

工
以
来
は
じ
め
て
全
面
的

に
改
修
さ
れ
、
行
事
・
式
典
な
ど
を
気

持
ち
の
良
い
ス
テ
ー
ジ
で
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
多
賀
幼
稚
園
の
保
育
室
の
床

が
、
全
面
改
修
さ
れ
、
木
の
ぬ
く
も
り

の
あ
る
床
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
図
書
室
の
床
は
、
全
面

カ
ー
ペ
ッ
ト
張
り
に
な
り
、
園
児
た

ち
が
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
部
屋
に

な
り
ま
し
た
。

は
、
車
道
の
左
側
端
に
寄
っ
て
通
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
普
通
自
転
車
は
「
歩
道
通

行
可
」
の
標
識
が
あ
る
歩
道
を
通
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
安
全
の
た
め
、

で
き
る
だ
け
歩
道
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

歩
道
で
は
歩
行
者
優
先

た
だ
し
、
歩
道
は
歩
行
者
の
た
め
の

も
の
で
す
か
ら
、
歩
行
者
に
迷
惑
や
危

害
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
安
全
に
十
分

配
慮
し
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

2．

必
ず
一
時
停
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
一
時
停
止
」
の
標
識
が
あ
る
交
差

点
で
は
、
自
転
車
も
一
時
停
止
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

必
ず
、停
止
線
の
と
こ
ろ
で
停
止
し
、

そ
れ
か
ら
左
右
の
状
況
を
よ
く
見
て
、

車
な
ど
が
き
て
い
な
い
か
確
か
め
て
か

ら
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

3．

信
号
の
な
い
交
差
点
で
は
、
よ
り
慎

重
に
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
量
の
少
な
い
交
差
点
で
は
、

「
い
つ
も
大
丈
夫
だ
か
ら
、
今
日
も
車

は
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
が
ち
で
す
。

車
に
対
す
る
警
戒
心
を
高
め
、
安
全

確
認
の
徹
底
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

4．

進
路
を
変
更
す
る
と
き
は
、
必
ず
周

囲
の
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

後
ろ
か
ら
進
行
し
て
く
る
車
が
、
急

ブ
レ
ー
キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
で
、
さ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
進
路
変
更
は

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

周
囲
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
、
車
が

き
て
い
な
い
の
を
確
か
め
て
か
ら
、
安

全
な
状
態
で
、
進
路
変
更
を
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

交通安全・教育委員会

t自転車乗用中における交通ルールの説明を熱心に聞く参加者のみなさん

お
詫
び
と
訂
正

10
月
号
の
広
報
た
が
に
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た

教
育
委
員
の
組
織
の
職
務
名
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
10
月
1
日
付
教
育
委
員
の
組
織
】

教
育
委
員
長
…
…
…
…
…
中
野
　
幸
彦

委
員
長
職
務
代
理
者
…
…
速
水
　
照
子

教
育
委
員
…
…
…
…
…
…
大
倉
　
茂
三

教
育
委
員
…
…
…
…
…
…
関
河
　
信
夫

教
育
委
員
（
教
育
長
）
…
松
宮
　
忠
夫
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こ
ん
に
ち
は
、
萱
原
保
育
所
で
す
。

萱
原
保
育
所
は
、
園
児
11
人
（
11
月

現
在
）
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

保
育
所
で
す
。

10
月
2
日
、
運
動
会
を
し
ま
し
た
。

今
年
の
運
動
会
の
テ
ー
マ
は
、

《
一
人
ひ
と
り
の
力
を
だ
し
き
っ
て

笑
顔
と
感
動
を
と
ど
け
よ
う
》
で
す
。

園
児
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
樽た

る

太

鼓
演
奏
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
こ
の
曲
が
大
好
き
で
、『
ド
ッ

コ
イ
シ
ョ
、
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
・
ソ
ー
ラ

ン
、
ソ
ー
ラ
ン
』
の
掛
け
声
も
賑に

ぎ

や
か

に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
保
育
所
の

運
動
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
か
け
っ
こ

や
リ
レ
ー
、
ポ
ン
ポ
ン
の
演
技
、
家
族

で
す
る
競
技
や
全
員
参
加
の
競
技
な

ど
、
園
児
を
は
じ
め
家
族
や
、
も
う
す

ぐ
保
育
所
の
お
友
達
と
そ
の
家
族
、
小

学
生
、
祖
父
母
の
方
、
老
人
会
の
方
々

な
ど
大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

運
動
会
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
彦
根
Y
M
C
A
の
方
に
よ
る

親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ふ
れ
あ
い
遊
び
の

時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

お
家
の
人
と
一
緒
に
タ
オ
ル
を
使
っ

た
遊
び
や
全
員
で
バ
ル
ー
ン
を
膨
ら
ま

せ
た
り
し
、
萱
原
の
空
に
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
響
き
、
キ
ラ
リ
笑
顔
も
素
敵

で
し
た
。

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
日
紹
介

子
育
て
支
援
事
業
・
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

の
日
と
し
て
毎
月
1
回
程
度
、
園
児
と

も
う
す
ぐ
保
育
所
の
お
友
達
の
交
流
、

お
家
の
方
同
士
の
情
報
交
換
の
時
間
を

持
っ
て
い
ま
す
。
10
月
は
運
動
会
の
ほ

か
17
日
に
は
、
福
祉
バ
ス
に
乗
っ
て
犬

上
分
署
に
行
き
ま
し
た
。
消
防
士
さ
ん

の
お
話
を
聞
い
た
り
、放
水
を
見
た
り
、

実
際
に
消
防
服
を
着
て
、
一
人
ひ
と
り

放
水
も
し
ま
し
た
。
消
防
車
に
乗
っ
た

り
、
救
急
車
を
近
く
で
見
た
り
で
き
、

感
動
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
遠
足

ラ
ー
メ
ン
を
つ
く
っ
た
よ
！

春
と
秋
に
は
、
お
家
の
人
と
一
緒
に

バ
ス
で
園
外
保
育
に
出
か
け
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
10
月
20
日
に
大
阪
府
池

田
市
に
あ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

発
明
記
念
館
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

カ
ッ
プ
に
好
き
な
絵
を
描
い
た
り
、
具

材
や
ス
ー
プ
を
各
自
で
選
ん
だ
り
す
る

ラ
ー
メ
ン
づ
く
り
に
は
興
味
津
々
で
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
宝
物
の
よ

う
に
大
切
に
持
ち
帰
り
、
と
て
も
楽
し
い

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

動
物
園
に
行
っ
た
よ
！

10
月
7
日
に
バ
ス
に
乗
っ
て
京
都
の

動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。

大
き
な
バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け
る
の

は
、
初
め
て
の
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、

ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味
の
よ
う
す
で
し
た

が
、
バ
ス
の
中
で
は
お
母
さ
ん
に
抱
か

れ
な
が
ら
お
話
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

動
物
園
で
は
、
大
き
な
ぞ
う
や
キ
リ

ン
を
見
て
、
は
じ
め
は
驚
い
た
子
ど
も

た
ち
も
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
り
、
た
く

さ
ん
の
動
物
と
仲
良
し
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

子
育
て
講
演
実
施

講
師
　
岩
城
敏
之
さ
ん

「
子
育
て
の
コ
ツ
、
子
ど
も
と
の
つ

き
あ
い
方
」
と
題
し
た
と
て
も
楽
し
い

講
演
で
し
た
。

保育所・子育て支援センター
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「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
！

所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
保
険
料
を

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
で
は
、
本

年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
を
対

象
に
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

１１
月
6
日
か
ら
１２
日
は
「
年
金
週
間
」
で
す
！

社
会
保
険
庁
で
は
、
毎
年
11
月
6
日

か
ら
12
日
ま
で
を
「
年
金
週
間
」
と
し
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
年
金
を
身
近
で

大
切
な
も
の
と
考
え
、
公
的
年
金
制
度

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
期

間
と
し
て
い
ま
す
。

「
年
金
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て

も
、
若
い
人
た
ち
は
先
の
こ
と
と
考
え

て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

年
金
は
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
慮
の
病

気
や
ケ
ガ
が
原
因
で
、
一
定
の
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
「
障
害
基
礎

年
金
」
が
、
不
幸
に
も
妻
と
小
さ
な
子

ど
も
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
場
合
等
に

は
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

滋
賀
県
で
も
、
1
2，
3
5
3
人
の

方
が
障
害
基
礎
年
金
を
、
6
6
1
人
の

方
が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
ま

す
。（
平
成
17
年
3
月
末
現
在
の
受
給

権
者
数
）

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

も
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ

う
。
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
お
得
で
す
。

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は

半
額
が
免
除
さ
れ
る
『
申
請
免
除
』
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
生
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
「
学
生
納

付
特
例
」
が
、
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

方
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
が
あ
り
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
社

会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を

11
月
上
旬
送
付
し
ま
す
。

こ
の
控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
や
紛

失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
も
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
領
収
証
書
も
あ
わ
せ

て
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

務
所
（
彦
根
市
外
町
1
6
9-

6
）

お
問
い
合
わ
せ

●
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
は

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課

（電）
2
3-

1
1
1
4

●
年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
関
す
る
こ
と
は

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

年
金
給
付
課

（電）
2
3-

1
1
1
6

年
金
相
談
の
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
！

現
在
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
、
社
会
保
険
事
務
所
に

お
い
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
11
月
は
毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長

の
ほ
か
、
年
金
週
間
（
11
月
6
日
か
ら

12
日
）
に
あ
わ
せ
て
8
日
（火）
か
ら
11
日

（金）
ま
で
の
時
間
延
長
と
6
日
（日）
・
12
日

（土）
の
休
日
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
受
領
お
よ
び
保

険
料
免
除
の
相
談
・
受
付
等
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
■
11
月
7
日
（月）
、
8
日
（火）
、
9
日

（水）
、
１０
日
（木）
、
11
日
（金）
、
14
日
（月）
、

21
日
（月）
、
28
日
（月）

※
受
付
時
間
は
、
午
後
7
時
ま
で

で
す
。

11
月
6
日
（日）
、
12
日
（土）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所
■
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事

国民年金
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「
さ
ん
ま
焼
い
て
も
家
焼
く
な
」

小
さ
な
消
防
士
さ
ん
が
活
躍
！

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
の
う
み
組
と

た
い
よ
う
組
の
子
ど
も
た
ち
が
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
で
防
火
思
想
の
普
及
の
た

め
、
犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
目
的

は
、
①
正
し
い
火
の
取
扱
い
を
教
え
る

…
火
あ
そ
び
火
災
の
防
止
、
②
消
防
の

仕
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
…
社
会

教
育
の
一
端
、
③
防
火
思
想
の
普
及
の

3
つ
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
活
動
は
、

毎
月
の
避
難
訓
練
の
日
に
地
域
へ
法
被

を
着
て
、
防
火
思
想
の
普
及
に
出
か
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
動
会
で
も
一
つ
の
種
目
と

し
て
取
り
入
れ
て
、「
さ
ん
ま
焼
い
て

も
家
や
く
な
」、「
ガ
ソ
リ
ン
一
滴
火
事

の
も
と
」、「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
め

ま
し
ょ
う
」、「
マ
ッ
チ
1
本
火
事
の
も

と
」
と
声
に
出
し
て
、
普
及
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

12広報 たが 11月号

第8回たかとり森の運動会
10月9日に高取山ふれあい公園で「第8回たかとり
森の運動会」が開催されました。前日の雨とはうって
かわってすばらしい秋晴れの空の下、多くの方にご参
加いただき楽しい一日を過ごしていただきました。
午前は、公園内を舞台に5つのミニゲームに挑戦す

る「高取スポーツラリー」を行い、午後は芝広場で高
取選手権として「丸太積み」「丸太切り」「丸太だっこ
ちゃん」「丸太渡り」「いがぐり投げ」「森のハッスル」
を行いました。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題 まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

多くの方に参加いただきありがとうございました。

▲ナイスショット！…あれ？ ▲えいっ！さあ記録は何mかな？

▲「撮らないで～」ダメです（笑）

▲優勝おめでとう！豪華賞品getだ！ ▲よいしょ、よいしょ。▲のこぎり初体験、ガンバレ！

今年も楽しかったね
（^o^）
また来年もやるよ、
みんな来てね。

幼年消防
クラブ

今
年
の
夏
も
全
国
大
会
で
3
位
と
い

う
快
挙
を
達
成
し
た
多
賀
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
。
そ
の
多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の

選
手
や
保
護
者
の
方
々
か
ら
、
町
内
の

小
、
中
学
校
や
役
場
、
企
業
へ
交
通
安
全

祈
願
の
お
守
り
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
守
り
は
、
チ
ー
ム
が
全
国
大
会

へ
出
場
す
る
に
あ
た
り
贈
ら
れ
た
必
勝

祈
願
の
千
羽
鶴
を
、「
応
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
地
元
の
人
に
恩
返
し
を
」
と
、
選
手

と
保
護
者
の
方
々
が
、
交
通
安
全
の
お

守
り
に
つ
く
り
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

9
月
28
日
、
役
場
へ
来
庁
し
た
多
賀

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
か
ら
、
町
長
や
役
場

の
職
員
に
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い

つ
も
安
全
運
転
を
」
と
お
守
り
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
あ
と
選
手
た
ち
は
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
滋
賀
工
場
へ
行
き
、
ゲ
ス
ト

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
祈
願
千

羽
鶴
寄
贈
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
選
手

た
ち
か
ら
工
場
の
方
々
へ
お
守
り
が
渡

さ
れ
、安
全
運
転
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
選
手
た
ち
は
来
年
の
さ
ら
な

る
活
躍
を
約
束
し
ま
し
た
。

多賀少年
野球クラブ

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴
を
寄
贈
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い
く
せ
い

青
少
年
育
成
町
民
会
議
　
総
務
部
会
長
　
久
保
　
久
良

小
学
校
の
運
動
会
を
見
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
少
し
の
時
間
で
し
た
が
、

行
進
に
始
ま
り
、
徒
競
争
ま
で
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
生
懸
命
走
る

姿
な
ど
を
見
て
、
さ
わ
や
か
な
気
持
ち

に
な
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
幼
稚
園
の
リ
レ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。
年
長
さ
ん
が
1
0
0
m
も
あ

る
グ
ラ
ン
ド
を
一
周
す
る
姿
を
見
て
、

意
外
と
走
れ
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
つ

つ
、
そ
の
姿
が
か
わ
い
く
も
あ
り
、
頼

多
賀
小
学
区
通
学
合
宿

１０
月
5
日
か
ら
8
日
に
、
多
賀
町
中

央
公
民
館
に
て
通
学
合
宿
を
行
い
ま
し

た
。今

年
は
、
申
し
込
み
が
多
く
抽
選
に

よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
3
年

生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
21
人
の
皆
さ
ん

が
「
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
」

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」「
友
達

と
協
力
し
て
生
活
を
す
る
」
と
い
う
3

つ
の
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て
中
央

公
民
館
で
共
同
生
活
を
し
ま
し
た
。

ふ
と
ん
を
敷
い
た
り
た
た
ん
だ
り
す

る
こ
と
、
食
事
の
用
意
や
後
片
付
け
な

ど
、
ふ
だ
ん
は
お
う
ち
の
人
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
全
部
自
分

た
ち
で
や
り
ま
し
た
。

夕
食
つ
く
り
は
、2
日
目
は
カ
レ
ー
、

3
日
目
は
お
鍋
料
理
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
野
菜
を
洗
っ
た
り
、
切
っ
た
り
煮

こ
ん
だ
り
と
班
の
み
ん
な
で
協
力
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち

で
つ
く
っ
た
料
理
は
、
最
高
！
と
ば
か

り
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
の
食
事
の
時

間
で
し
た
。
お
風
呂
を
す
ま
せ
た
あ
と

は
、
中
学
生
の
お
姉
さ
ん
た
ち
に
よ
る

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
夜
は
、
大
学
生
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
一
緒
に

ゲ
ー
ム
や
カ
ロ
ム
な
ど
を
し
て
自
由
に

遊
び
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
す
る
中
で
班

の
友
達
と
の
連
帯
感
も
生
ま
れ
、
よ
り

一
層
仲
良
く
な
り
充
実
し
た
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
、
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
す
る
こ
と
を
学
ぶ
と

と
も
に
友
達
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
良
さ

や
、
家
族
の
存
在
の
大
き
さ
も
あ
ら
た

め
て
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

も
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

今
、
多
賀
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
に
文
化
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
多

賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
で
去

年
の
準
優
勝
に
続
き
第
3
位
と
な
り
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
多
賀
キ
ッ
ズ
は
近
畿

大
会
で
準
優
勝
と
活
躍
し
ま
し
た
。
多

賀
中
で
は
野
球
部
が
湖
東
大
会
で
20
年

ぶ
り
の
優
勝
を
、
男
子
バ
レ
ー
と
女
子

ハ
ン
ド
部
で
は
県
大
会
第
2
位
、
吹
奏

楽
部
で
は
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
と

み
ご
と
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
体
制
を
行
政
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
会
議
も
そ

の
先
頭
に
立
っ
て
…
。

いくせい・通学合宿
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社会を明るくする運動

「
犯
罪
は

親
の
心
が
防
じ
も
の

笑
顔
は
後
で
つ
い
て
く
る
な
り
」

小
原

足
立
　
輝
夫

「
あ
な
た
の
笑
顔
と
勇
気
で

犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
を

つ
く
ろ
う
! !
じ
ゃ
な
い
」

小
原

足
立
　
輝
夫

「
我
が
ま
ち
の
　
宝
に
　
笑
顔
と
緑あ

お

い
山
」

★
★

閑
居
　
愚
人

「
多
賀
の
子
は
　
い
つ
も
笑
顔
の
　
元
気
な
子
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

西
川
　
恭
平

「

い

つ

も

　

ニ

コ

ニ

コ

　

楽

し

い

な

」

多
賀
小
学
校
６
年
生

本
庄
　
博
人

「
多
賀
小
は
　
い
つ
も
笑
顔
で
　
遊
ん
で
る
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

小
財
　
誠
司

「
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ

明
る
い
笑
顔
で

あ
い
さ
つ
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

松
宮
　
杏
奈

「
多
賀
町
民
　
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
　
笑
っ
て
る
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

三
木
　
脩
司

「
友
達
は
　
い
つ
も
笑
顔
で
　
笑
っ
て
る
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

曽
我
香
奈
子

「
元
気
よ
く
　
笑
う
と
み
ん
な
が
　
い
い
気
持
ち
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

田
中
香
野
子

「
一
人
の
笑
顔
で

み
ん
な
も
ニ
コ
ニ
コ

明
る
い
町
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

福
本
　
早
希

「
い
つ
で
も
元
気

い
つ
で
も
明
る
い

笑
顔
の
多
賀
町
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

西
P

美
翔

「
多
賀
町
は
　
い
つ
も
元
気
で
　
笑
顔
で
す
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

澤
田
　
凌
兵

「
多
賀
町
は
　
元
気
で
明
る
く
　
さ
わ
や
か
に
」

多
賀
小
学
校
６
年
生

大
矢
　
和
樹

「

み

ん

な

元

気

で

　

笑

顔

の

多

賀

町

」

多
賀
小
学
校
６
年
生

城
貝
　
紗
和

「
そ
の
笑
顔
　
あ
な
た
に
届
く
　
い
つ
ま
で
も
」

大
滝
小
学
校
６
年
生

岸
本
　
大
輝

「
す
み
き
っ
た
　
空
の
よ
う
な
笑
顔
で

や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
」

大
滝
小
学
校
６
年
生

岸
本
　
千
鶴

「
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
な

笑
顔
が
輝
く
　
多
賀
の
町
」

大
滝
小
学
校
６
年
生

久
保
田
将
来

「

笑

顔

で

つ

く

ろ

う

　

明

る

い

社

会

」

多
賀
中
学
校
２
年
生

三
木
　
啓
史

「
た
く
さ
ん
の
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
社
会
へ
と
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

藤
井
　
貴
士

「
あ
い
さ
つ
は

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
　
元
気
よ
く
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

北
村
　
純
平

「
今
の
日
本
　
明
る
く
す
る
の
は

み
ん
な
の
笑
顔
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

大
岡
　
敬
佑

「
誰
に
で
も

あ
い
さ
つ
し
っ
か
り

気
持
ち
よ
く
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

西
澤
　
大
喜

「
こ
の
世
界
　
明
る
く
す
る
の
は
　
笑
顔
で
す
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

前
川
　
一
樹

「
毎
日
が
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
　
世
界
に
し
よ
う
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

藤
本
　
由
香

「
ま
ち
づ
く
り
　
笑
顔
一
つ
で
　
桜
咲
く
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

西
尾
　
正
子

「
町
じ
ゅ
う
に

明
る
い
笑
顔

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

東
岸
　
文
香

「
笑
い
あ
り
　
や
さ
し
さ
あ
り
の
　
町
に
し
よ
う
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

山
川
　
信
晃

「
毎
日
を
　
元
気
に
笑
顔
で
　
が
ん
ば
ろ
う
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

森
野
　
総
美

「
毎
日
　
顔
と
心
に
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
」

多
賀
中
学
校
２
年
生

川
上
　
里
奈

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
は
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

め
ざ
し
て
、
啓
発
事
業
・
広
報
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
校
6
年
生
の
児
童
さ

ん
、
中
学
校
2
年
生
の
生
徒
さ
ん
に
標
語
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
ま
た
、
一
般
の
方
か
ら
も
多
数
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
月

に
引
き
続
き
、
順
次
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
順
不
同
）

社会を明るくする運動標語
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減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額

取
得
価
額
は
、
そ
の
資
産
の
購
入
代

金
、
引
取
運
賃
、
荷
役
費
、
運
送
保
険

料
、
購
入
手
数
料
、
そ
の
他
購
入
の
た

め
に
直
接
要
し
た
費
用
の
合
計
額
で
す
。

残
存
価
額
・
償
却
可
能
限
度
額

使
用
に
耐
え
な
く
な
っ
た
減
価
償

却
資
産
で
も
、
一
応
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

価
額
が
残
り
ま
す
。
こ
の
価
額
を
残

存
価
額
と
い
い
、
建
物
、
農
機
具
な

ど
の
場
合
は
10
％
、
果
樹
そ
の
他
の

植
物
は
5
％
で
す
。

償
却
可
能
限
度
額
と
は
、
減
価
償
却

資
産
を
費
用
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
限

度
額
を
い
い
、
通
常
は
95
％
で
す
。

耐
用
年
数
・
償
却
率

減
価
償
却
資
産
を
普
通
に
使
用
し
た

場
合
に
、
そ
の
効
用
が
持
続
す
る
期
間

を
耐
用
年
数
と
い
い
ま
す
。

償
却
率
は
、
減
価
償
却
費
を
計
算
す

る
際
に
使
用
す
る
率
で
す
。

減
価
償
却
費
の
計
算
方
法

減
価
償
却
費
の
主
な
計
算
方
法
と
し

て
は
、定
額
法
と
定
率
法
が
あ
り
ま
す
。

（
表
１
）（
定
率
法
に
つ
い
て
は
、
税
務

署
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

な
お
、
平
成
10
年
4
月
1
日
以
後
に

取
得
し
た
建
物
、
生
物
に
つ
い
て
は
、

定
額
法
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
中
古
の
減
価
償
却
資
産
を
取

得
し
た
場
合
の
耐
用
年
数
は
、
下
の
簡

便
法
（
表
２
）
で
計
算
し
た
年
数
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
1
年
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
、
2
年
未
満
の
年
数

は
2
年
と
し
ま
す
。）

今
月
の
町
税

国
民
健
康
保
険
税
　
7

期

納
　
　
期
　
　
限
　
11
月
30
日

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

（有）
2-

2
0
4
1

（電）
4
8-

8
1
1
3

メ
ー
ル
　ze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

農業所得

16広報 たが 11月号

前
回
説
明
し
ま
し
た
と
お
り
、水
稲
所
得
標
準
が
平
成
18
年
分
か
ら
廃
止
に
な
り
、

平
成
19
年
2
〜
3
月
の
申
告
は
「
収
支
計
算
」
に
よ
り
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
収
支
計
算
」
を
行
う
た
め
に
は
、
出
荷
伝
票
、
納
品
書
、
請
求
書
の
控
え
や
領

収
書
等
の
保
存
お
よ
び
記
帳
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

前
回
ま
で
に
、
主
な
必
要
経
費
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
収
入
金
額

と
減
価
償
却
費
の
計
算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

収
入
金
額
に
つ
い
て

農
産
物
の
販
売
金
額

農
作
物
の
種
類
ご
と
に
、
1
年
間
の

販
売
金
額
（
消
費
税
や
手
数
料
な
ど
を

含
む
。）
を
計
算
し
ま
す
。

な
お
、
販
売
後
、
ま
だ
実
際
に
代
金

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
そ

の
年
中
に
販
売
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
そ
の
年
分
の
販
売
金
額
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
水
稲
に
つ
い
て
は
、
精
算

金
が
翌
年
に
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
精
算
金
に
つ
い
て
は
受
け
取
っ
た

年
の
収
入
に
計
上
で
き
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

家
事
消
費
等

自
家
用
（
贈
答
用
を
含
む
。）
お
よ

び
自
家
肥
料
な
ど
事
業
用
に
消
費
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
数
量
に
収
穫
し
た
時

の
価
額
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

雑
収
入

雑
収
入
は
、
作
業
受
託
収
入
、
補
助

金
、
共
済
金
な
ど
に
つ
い
て
計
算
し
ま

す
。

農
産
物
の
棚
卸
高

収
穫
し
た
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
収

穫
し
た
時
の
生
産
者
販
売
価
額
よ
り
計

算
し
ま
す
。
な
お
、
米
麦
等
の
穀
物
以

外
の
農
産
物
で
数
量
の
わ
ず
か
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
棚
卸
し
を
省
略
し
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

減
価
償
却
費
に
つ
い
て

減
価
償
却
費
と
は

減
価
償
却
費
と
は
、
農
産
物
等
を
得

る
た
め
に
供
さ
れ
る
固
定
資
産
、
果
樹

等
の
う
ち
使
用
可
能
期
間
が
1
年
以
上

で
、
取
得
価
額
が
10
万
円
以
上
の
も
の

（「
減
価
償
却
資
産
」
と
い
う
。
以
下
同

じ
）
に
つ
い
て
、
一
度
に
経
費
に
算
入

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
資
産
の
耐
用

年
数
期
間
に
わ
た
っ
て
必
要
経
費
に
参

入
す
る
費
用
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

少
額
な
減
価
償
却
資
産

使
用
可
能
期
間
が
1
年
未
満
か
取
得

価
額
が
10
万
円
未
満
の
い
わ
ゆ
る
少
額

な
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
減
価

償
却
を
し
な
い
で
、
使
用
し
た
時
に
そ

の
取
得
価
額
を
そ
の
ま
ま
必
要
経
費
に

算
入
し
ま
す
。

一
括
償
却
資
産

取
得
価
額
が
10
万
円
以
上
20
万
円
未

満
の
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
減

価
償
却
を
し
な
い
で
、
そ
の
使
用
し
た

年
以
後
3
年
間
の
各
年
分
に
お
い
て
、

そ
の
減
価
償
却
資
産
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
一
括
し
、
一
括
し
た
原
価
償
却
資

産
の
取
得
価
額
の
合
計
額
の
3
分
の
1

の
金
額
を
必
要
経
費
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

農業所得

水稲所得標準（農業所得標準）で
申告されている農家の皆さんへ

そ
の
③

平
成
18
年
分
か
ら

水
稲
所
得
標
準
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

【原価償却費の計算例】

取得資産：乗用型トラクター　取得年月：平成17年5月　取得価額：2,000,000円

耐用年数：8年（定額法の償却率：0.125 定率法の償却率：0.250）

◎定額法の償却費 ◎定率法の償却費

（取得価額－残存価額）×償却率×業務の用に供した月数 （取得価額－前年までの償却費累計）×償却率×月数

17年（2,000,000－200,000）× 0.125 ×　　　　＝150,000 （2,000,000－ （0） ）× 0.250 ×　　　＝333,333

18年（2,000,000－200,000）× 0.125 ×　　　　＝225,000 （2,000,000－333,333）× 0.250 ×　　　＝416,666

表１
イ．定額法の計算式
（取得価額－残存価額）×定額法の償却率
ロ．定率法の計算式
（取得価額－前年までの償却費の累計）×定率法の償却率

表２
イ．耐用年数の全部を経過したもの
法定耐用年数　×　0.2
ロ．耐用年数の一部を経過したもの
法定耐用年数　－（経過年数×0.8）

8月
12月
12月
12月

8月
12月
12月
12月
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お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
■
11
月
5
日
（土）
、
12
日
（土）
、
19
日

（土）
、
26
日
（土）

15
時
〜

場
所
■
お
は
な
し
の
へ
や

１１
月
の
休
館
日

1
、
4
、
7
、
8
、
14
、
15
、
21
、

22
、
24
、
28
、
29
日

※
3
日
（木）
、
23
日
（水）
は
祝
日
の
た

め
開
館
、
4
日
（金）
、
24
日
（木）
は

振
替
休
み

特
別
展

「
敏
満
寺
の
中
世
墓
地
〜
国
史
跡
・
敏
満
寺
石
仏
谷
墓
跡
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
！

会
期
■
11
月
27
日
（日）
ま
で

会
場
■
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ほ
か

１１
月
27
日
（日）
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
敏
満
寺
は
中
世
都
市
か
？
」
を
開
催
！

敏
満
寺
の
謎
の
ひ
と
つ
、
ど
ん
な
お

寺
だ
っ
た
の
か
？
を
解
明
す
る
討
論
会

で
す
。

意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ラ
ー
■
鋤
柄

す

き

が

ら

俊
夫
（
同
志
社
大

学
）・
仁
木
宏
（
大
阪
市
立
大
学
）・

中
井
均
（
米
原
市
教
育
委
員
会
）・

細
川
涼
一
（
京
都
橘
大
学
）・
松
澤

修
（
（財）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）

日
時
■
11
月
27
日
（日）

13
時
30
分
〜

場
所
■
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
・
大
会

議
室

定
員
■
70
人

申
し
込
み
方
法
■
電
話
か
F
A
X
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（有）
2-

0
3
4
8

（電）
4
8-

0
3
4
8

メ
ー
ル
　b

u
n
ka
za
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

今
回
は
「
お
も
し
ろ
考
古
学
ク
イ
ズ
」

は
お
休
み
し
ま
す
。

先
月
の
正
解
は
…

「
土
器
を
古
い
順
番
で
並
べ
て
あ
る

の
は
ど
れ
か
？
」と
い
う
問
題
で
す
。

正
解
は
、
①
縄
文
土
器→

須
恵
器→

磁
器
　
で
し
た
。

図書館・文化財センター
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博
物
館
実
習
、

が
ん
ば
り
ま
し
た
！

9
月
28
日
か
ら
10
月
9
日
ま
で
の
10

日
間
の
博
物
館
実
習
を
終
え
た
感
想

は
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
毎
日
1

つ
1
つ
の
課
題
を
こ
な
す
の
が
精
一
杯

で
し
た
。

実
習
は
、
主
に
動
植
物
の
標
本
整
理

や
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
、
遺
跡
の
縮
小
模

型
の
制
作
、
展
示
や
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら
率
先
し

て
考
え
る
こ
と
の
苦
手
な
私
は
、
展
示

や
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
を
立
て
る
時

に
利
用
者
の
立
場
で
い
か
に
興
味
の
持

て
る
内
容
に
す
る
か
、
こ
ち
ら
が
伝
え

た
い
こ
と
は
何
か
な
ど
を
考
え
る
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
外
国
の
昆
虫

の
名
前
を
聞
か
れ
た
時
、
答
え
ら
れ
な

く
て
自
分
の
知
識
の
少
な
さ
や
話
題
の

乏
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
か
ら
思

え
ば
、
わ
か
ら
な
い
な
り
に
一
緒
に
図
鑑

で
調
べ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

す
る
な
ど
、
何
か
も
っ
と
良
い
方
法
が
あ

っ
た
は
ず
で
、
子
ど
も
と
同
じ
視
線
で
考

え
る
こ
と
も
大
事
だ
と
反
省
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
社
会
に

出
て
問
題
に
直
面
し
た
と
き
は
、
自
分

な
り
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
失
敗
し
て

も
そ
こ
か
ら
何
か
を
学
べ
る
人
間
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

博
物
館
実
習
生
　
佐
伯
　
藍
（
滋
賀
県
立
大
学
）

観
察
会

化
石
を
探
そ
う

太
古
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
に
生
息
し
て

い
た
生
物
に
会
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
化

石
と
な
っ
た
彼
ら
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地

球
の
歴
史
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

日
時
■
12
月
3
日
（土）

9
時
〜
12
時

集
合
■
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
駐
車

場
（
8
時
45
分
）

対
象
■
小
学
生
以
上
（
3
年
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

定
員
■
25
人

持
ち
物
■
軍
手
、
筆
記
用
具
、
マ
ジ
ッ

ク
、
新
聞
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

参
加
費
■
1
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
）

多
賀
の
植
物
（
花
）
観
察
会

紅
葉
に
つ
つ
ま
れ
た
高
取
山
で
、
秋

の
植
物
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
然
い
っ
ぱ
い
の
多
賀
を
再
発
見
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
■
11
月
17
日
（木）
10
時
〜
12
時

集
合
■
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
駐
車

場
（
9
時
30
分
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
博
物
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
博
物
館
・

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

（有）
2-

2
0
7
7

（電）
4
8-

2
0
7
7

メ
ー
ル
　m

u
s
e
u
m
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

秋
も
深
ま
り
、
多
賀
の
山
々
も
美
し

い
紅
色
や
黄
色
に
彩
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
季
節
に
ぴ
っ

た
り
の
黄
葉
す
る
木
、
イ
チ
ョ
ウ
を
紹

介
し
ま
す
。

イ
チ
ョ
ウ
は
病
気
に
強
く
て
成
長
も

早
い
と
い
う
特
徴
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
多
賀
町
内

で
も
、
学
校
や
神
社
な
ど
で
よ
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
内
の
イ
チ
ョ
ウ

は
「
滋
賀
の
名
木
誌
」
と
い
う
本
に
も

数
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
栗

栖
の
調
宮

と
と
の
み
や

神
社
に
は
、
高
さ
３０
m
を
超

え
る
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
り
ま
す
。

黄
色
く
な
っ
た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
を
使
っ

て
木
の
葉
遊
び
を
し
た
り
、
銀
杏

ぎ
ん
な
ん

を
拾

っ
て
料
理
に
使
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
イ
チ
ョ
ウ

と
い
う
植
物
は
、
実
は
と

て
も
長
い
歴
史
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
イ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
は

現
在
か
ら
約
3
億
年
前

の
古
生
代
後
期
に
出
現

し
、
当
時
は
世
界
中
に

分
布
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
私
た
ち
人
類
の
祖

先
が
誕
生
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
の
が
お
よ
そ

4
0
0
万
年
前
で
す
か
ら
、
イ
チ
ョ
ウ
は

人
類
よ
り
も
は
る
か
に
長
い
歴
史
を
持

っ
た
、
生
き
た
化
石
な
の
で
す
。
イ
チ
ョ

ウ
の
仲
間
に
は
当
時
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
地
球
全
体
が
寒

く
な
る
氷
期
と
よ
ば
れ
る
時
期
が
何
度

か
あ
り
、
そ
の
時
に
ほ
と
ん
ど
の
種
が
絶

滅
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
私

た
ち
が
見
か
け
る
イ
チ
ョ
ウ
は
世
界
に
1

種
類
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
す
が
、
な
ぜ

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
だ
け
が
現
代
ま
で
生
き

残
っ
た
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
イ
チ
ョ
ウ
が
自
然
に
分
布
し
て

い
る
の
は
中
国
だ
け
で
、
日
本
へ
は
今
か

ら
約
7
0
0
年
前
の
室
町
時
代
あ
た
り

に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
大
き
な
イ

チ
ョ
ウ
の
木
は
、
実
は
古
い
時
代
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
た
大
陸
か
ら
の
贈

り
物
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

博
物
館
実
習
生
　
酒
井
陽
一
郎
（
滋
賀
県
立
大
学
）

博物館

多
賀
の
ゆ
か
い
な
生
き
物
図
鑑
⑤

秋
を
彩
る
「
生
き
た
化
石
」

イ
チ
ョ
ウ

移動図書館さんさん号　巡回のお知らせ 
（平成17年11月～平成18年3月） 

※第2火曜日は
多賀幼稚園、
第4火曜日は
犬上ハート
フルセンタ
ーへ巡回 

3
月
 

2
月
 

1
月
 

１２
月 
 

１１
月
 

3
・
17
 

3
・
17
 

6
・
20
 

2
・
16
 

4
・
18
 

第
1
・
3
金
曜
日
 

14
・
28
 

14
・
28
 

10
・
24
 

13
・
27
 

8
・
22
 

第
2
・
4
火
曜
日
 

藤　　　瀬 

（草の根ハウス前） 

10:10～10:35 

川　　　相 

（皆様の店くぼ駐車場） 

10:45～11:10 

大滝小学校 

 

12:50～13:30 

大　　　杉 

（自警団車庫横） 

14:00～14:30 

萱原保育所 

 

14:50～15:20 

富之尾保育園 

（近隣駐車場） 

15:40～16:15

大君ヶ畑 

（集会所前） 

10:10～10:35 

多賀清流の里 

 

10:55～11:30 

多賀小学校 

 

13:00～13:35 

※ 
14:00～14:30 

 

猿　　　木 

（西光寺前） 

15：20～15:45 

多賀ささゆり 

保　育　園 

15:55～16:25

巡　回　場　所　・　駐　車　時　間 
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ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
わ
た
し
の
季
節
』
上
映
会

野
洲
市
に
あ
る
重
症
心
身
障
害
児
・

者
施
設
第
二
び
わ
こ
学
園
を
舞
台
に
営

ま
れ
て
い
る
、
重
い
障
害
を
も
つ
人
々

の
日
々
の
く
ら
し
を
記
録
し
た
映
画
を

上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
■
12
月
10
日
（土）

10
時
〜
12
時
、

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
■
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

メ
ッ
セ

ホ
ー
ル
（
彦
根
市
野
瀬
町
）

入
場
料
■
前
売
り
当
日
と
も
、
お
と
な

1，

0
0
0
円
、
子
ど
も
（
中
学

生
以
下
）

5
0
0
円
、
障
害
・

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
　
5
0

0
円
、
介
助
者
　
5
0
0
円

お
問
い
合
わ
せ

第
二
び
わ
こ
学
園
（
野
洲
市
北
桜
）

（電）
（
0
7
7
）
5
8
7-

1
1
4
4

彦
根
通
園
（
彦
愛
犬
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
内
）（
豊
郷
町
八
目
）

（電）
3
5-

5
0
8
1

国
民
公
庫
、
年
末
事
業
資
金
の
ご
案
内

国
の
事
業
ロ
ー
ン
（
年
末
資
金
）

融
資
額
■
4，

8
0
0
万
円
以
内

返
済
期
間
■
運
転
資
金
　
5
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

利
率
■
1
・
８０
％
（
固
定
金
利
、
10
月

１３
日
現
在
）

▼
年
末
一
日
公
庫
日
程

次
の
日
程
で
年
末
事
業
資
金
の
１
日

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
■
11
月
16
日
（水）

10
時
〜
16
時

場
所
■
多
賀
町
商
工
会

※
当
日
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
商
工
会

（有）
2-

2
0
4
0

（電）
4
8-

1
8
1
1

国
民
生
活
金
融
公
庫
彦
根
支
店

（電）
2
4-

0
2
0
1

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

日
時
■
平
成
18
年
2
月
8
日
（水）

14
時
〜

会
場
■
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

申
し
込
み
書
配
布
期
間
お
よ
び
受
付
期
間
■

11
月
1
日
（火）
〜
15
日
（火）
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
の
9
時
〜
17
時

申
し
込
み
書
配
布
場
所
お
よ
び
受
付
場
所
■

役
場
公
営
企
業
課
お
よ
び
日
本
下

水
道
協
会
滋
賀
県
支
部
会
員
市
町

の
下
水
道
担
当
課
窓
口

お
問
い
合
わ
せ

役
場
公
営
企
業
課

（有）
2-

2
0
1
5

（電）
4
8-

8
1
2
5

日
本
下
水
道
協
会
滋
賀
県
支
部
事
務
局

（電）
（
0
7
7
）
5
2
8-

2
7
6
5

彦
根
市
キ
ッ
ズ（
小
学
生
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

対
象
■
原
則
と
し
て
彦
根
市
内
在
住
お

よ
び
近
隣
の
小
学
1
〜
6
年
生

会
場
■
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
体
育
館

開
催
期
間
■
11
月
3
日
（木）
〜
　
計
10
回

参
加
料
■
3，

0
0
0
円

主
催
■
彦
根
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

後
援
■
彦
根
市
教
育
委
員
会
・
多
賀
町

教
育
委
員
会

申
し
込
み
方
法
■
『
名
前
・
学
年
・
連

絡
先
』
を
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

前
川
和
三

（電）
2
2-

1
0
6
5

（Ｆ）
2
2-
1
0
6
5

ガ※
　
　

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の

仕
事
を
す
る

シ
ニ
ア
の
た
め
の
講
習
会

対
象
■
５７
歳
以
上
６５
歳
ま
で
の
方

日
時
■
１２
月
6
日
（火）
〜
１４
日
（水）
の
7
日

間
　
9
時
〜
16
時
30
分

場
所
■
（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
セ
ミ
ナ
ー
室
　
英
貴

ビ
ル
3
階
（
大
津
市
京
町
三
丁
目

2-

3
）

定
員
■
20
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習

名
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習
）、

住
所
、
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
11
月
24
日
（木）
（
必
着
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
…
視
覚
障
害
者
・

全
身
性
障
害
者
移
動
介
護
従
事
者

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
‐
0
0
5
1

大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号

（電）
（
0
7
7
）
5
2
5
‐
4
1
2
8

おしらせ
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ガ
ス
器
具
に
よ
る
出
火
お
よ
び

ガ
ス
事
故
防
止

都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
便

利
で
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
取
り
扱
い

を
誤
る
と
火
災
な
ど
の
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
不
完
全
燃
焼

に
よ
っ
て
発
生
す
る
一
酸
化
炭
素
中
毒

も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
ガ

ス
器
具
を
使
う
と
き
は
次
の
点
に
注
意

し
、
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
器
具
の
正
し
い
取
付
け

1．

ガ
ス
こ
ん
ろ
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を

柱
や
壁
に
近
づ
け
て
使
用
す
る

と
、
壁
面
等
を
熱
に
強
い
材
料
で

覆
っ
て
い
て
も
、
内
部
の
木
材
が

炭
化
し
て
、
低
温
で
も
発
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柱
や
壁
な
ど

か
ら
間
隔
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

2．

ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ゴ
ム
ホ

ー
ス
等
は
器
具
と
の
接
続
部
分
を

ホ
ー
ス
バ
ン
ド
等
で
締
め
付
け
、

適
正
な
長
さ
に
し
、
ひ
び
割
れ
等

の
劣
化
が
な
い
か
と
き
ど
き
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
器
具
の
正
し
い
取
扱
い

1．

ガ
ス
こ
ん
ろ
で
、
揚
げ
物
等
を
し

て
い
る
際
の
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
揚
げ
物
等
を
す
る
際

は
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
離

れ
る
場
合
は
短
時
間
で
あ
っ
て
も

こ
ん
ろ
の
火
を
必
ず
消
し
て
く
だ

さ
い
。

2．

煮
炊
き
等
を
す
る
際
も
、
鍋
を
火

に
か
け
た
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
、
煮
こ
ぼ
れ
な
ど
に
よ
る
炎

の
立
ち
消
え
や
加
熱
の
し
す
ぎ
に

よ
る
空
だ
き
等
が
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

3．

こ
ん
ろ
周
囲
は
、
整
理
整
頓と

ん

に
努

め
、
可
燃
物
等
に
火
が
燃
え
移
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

十
分
な
換
気

ガ
ス
が
燃
焼
す
る
た
め
に
は
、
多
量

の
新
鮮
な
空
気
を
必
要
と
し
ま
す
。
空

気
が
不
足
す
る
と
不
完
全
燃
焼
を
起
こ

し
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。換
気
扇
を
回
す
、

窓
を
開
け
る
な
ど
換
気
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
時
の
注
意
点

ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
時
は
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
、
窓
を
開
け
て
空
気
の

入
れ
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
の
際
、
換
気
扇
、
電
灯
等
の
ス
イ
ッ

チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に
は
触
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
火
花
が
発
生
し
、
爆

発
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
時
の
注
意
点

1．

ガ
ス
器
具
を
使
用
中
に
地
震
が
発

生
し
た
場
合
は
、
あ
わ
て
ず
に
火

を
消
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
て

く
だ
さ
い
。
使
用
中
の
ガ
ス
器
具

に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
揺
れ
の
大

き
な
地
震
の
際
に
は
、
ま
ず
身
の

安
全
を
図
り
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ

た
後
で
対
処
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。使
用
し
て
い
た
こ
ん
ろ
、

湯
沸
し
器
な
ど
は
、
確
実
に
消
火

し
て
く
だ
さ
い
。

2．

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
必
ず
屋

外
の
風
通
し
の
よ
い
日
陰
に
設
置

し
、
地
震
等
で
転
倒
し
な
い
よ
う

鎖
な
ど
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
、
各
自
で
ガ

ス
（
ガ
ス
器
具
）
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
も
ち
、
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
市
消
防
署
　
犬
上
分
署

（電）
3
8-

3
1
3
0

消防

人権尊重のまち町民のつどい
日時■11月27日（日）
13:30～（受付13:00～）

場所■多賀町中央公民館
内容■人権に関する啓発作
文発表

講演■
―みんなちがってみんないい―
講師
シンガーソングライター
野田淳子さん

お問い合わせ
役場総務課
（有）2‐2001 （電）48‐8120

「あるいてまいろう」
多賀三社まいり

胡宮神社・大滝神社・多賀大社を歩いて
まいってみませんか？秋の紅葉を楽しみな
がら、心地よいウォーキングを楽しんでく
ださい。
日時■11月19日（土）※小雨決行

9:35（集合）9:45（出発）
集合場所■近江鉄道多賀大社前駅
行程■多賀大社前駅→飯盛木→胡宮神社→楢

崎古墳→大滝神社→梨ノ木→博物館→
多賀大社→多賀大社前駅（全約14㎞）

お問い合わせ
多賀町観光協会
（有）2-2349 （電）48-2361
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保健業務
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再
就
職
を
め
ざ
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

警
備
技
能
講
習
会

対
象
■
55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方

日
時
■
11
月
28
日
（月）
〜
12
月
2
日
（金）
の

5
日
間
　
13
時
〜
16
時
30
分

場
所
■
（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
セ
ミ
ナ
ー
室
（
大
津

市
京
町
三
丁
目
2-

3
）

定
員
■
20
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習
名

（
警
備
）、
住
所
、
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
11
月
17
日
（木）
（
必
着
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
‐
0
0
5
1

大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号

（電）
（
0
7
7
）
5
2
5
‐
4
1
2
8

「
私
の
視
点
、
私
の
感
覚
、

私
の
言
葉
で
参
加
し
ま
す
。」

裁
判
員
制
度
は
、
平
成
21
年
5
月
ま

で
に
始
ま
り
ま
す
。
裁
判
員
は
、
有
権

者
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
ま
す
。

裁
判
員
は
、
人
の
命
に
関
わ
る
重
大

な
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、
裁
判
官
と
と

も
に
法
廷
で
証
人
の
話
を
聞
い
た
り
、

証
拠
を
調
べ
て
、
有
罪
、
無
罪
や
刑
の

内
容
を
決
め
ま
す
。

大
津
地
方
検
察
庁
で
は
、「
裁
判
員

制
度
―
も
し
も
あ
な
た
が
選
ば
れ
た

ら
―
」
と
題
す
る
裁
判
員
制
度
の
広

報
用
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
、
会
合
な
ど
の
際
に
、
裁
判

員
制
度
に
つ
い
て
、
検
察
庁
の
職
員
が

説
明
に
う
か
が
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

大
津
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

（電）
（
0
7
7
）
5
2
7-

5
1
2
3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.kensatsu.go.jp/

就
職
サ
ク
セ
ス
セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
組
み
入
れ
た
就
職

準
備
講
習
会

日
時
■
11
月
29
日
（火）
〜
12
月
2
日
（金）
の

4
日
間
　
9
時
〜
16
時

場
所
■
彦
根
勤
労
福
祉
会
館

対
象
■
求
職
活
動
中
の
方（
学
生
除
く
）

定
員
■
20
人
　
※
参
加
無
料

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
雇
用
対
策
協
会

滋
賀
地
域
求
職
活
動
援
助
事
業
推
進
室

（電）
（
0
7
7
）
5
6
6-

7
4
2
0

（Ｆ）
（
0
7
7
）
5
6
6-

7
5
9
0

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

英
語
講
座
受
講
生
募
集

日
本
に
い
な
が
ら
の
海
外
留
学
！

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
と
一
緒
に
暮

ら
し
な
が
ら
、
本
格
的
に
英
語
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

開
講
期
間
■
平
成
18
年
1
月
5
日
（木）
〜

3
月
22
日
（水）

内
容
■
英
語
集
中
コ
ー
ス
（
月
〜
金
・
週

20
時
間
・
入
寮
可
）モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス（
月
〜
金
・
週
10
時
間
・
入
寮
可
）

ス
キ
ル
・
テ
ー
マ
別
コ
ー
ス（
週
1
〜

2
回
・
2
〜
4
時
間
）
彦
根
夜
間
コ

ー
ス（
月
お
よ
び
木
・
週
3
時
間
）

申
し
込
み
締
切
■
12
月
13
日
（火）

お
問
い
合
わ
せ

おしらせ

生まれました！
☆植野

う え の

朱理
し ゅ り

（泰治・恵子）

☆辻田
つ じ た

航
わたる

（勝司・ゆみ）

☆ 嶋
に し じ ま

華鈴
か り ん

（秀晃・聡子）

☆喜多
き た

綾香
あ や か

（武雄・麻弓）

西 

おくやみ申し上げます
◆大矢　忠司　80歳
◆山本　新一　81歳
◆深尾善一郎　80歳
◆渡邉　千代　96歳
◆久保田喜久枝 67歳
◆小林　義雄　80歳

◆辻川　とめ　84歳
◆菱田　たみ　94歳
◆山口　清造　83歳

結婚しました！

Q
菅森　隆史
小菅　尚美

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあ

いの郷」では、毎月トレーニング室で『体力測定』

を開催しています。
体力測定のメニュー

握力、閉眼片足立ち（バランス性）、長座体前屈

（柔軟性）等を実施します。

中高年の方にもご利用いただける運動機器も

ありますので、ぜひ健康づくりにお役立てくだ

さい。
※なお、はじめてトレーニング室を利用していただく方は、

初回に利用講習会を受講していただく必要があります。

12月の利用講習会日程

12月9日（金）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

12月24日（土）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

17:30～18:30 体力測定

19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30
トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、
第2・第4月曜日（第2・4月曜日が祝日の場
合、翌日が休みとなりますのでご注意くださ
い）、祝日

利用対象者■18歳以上の方
利用料■町内在住・在勤の方200円、

町外の方300円
その他■運動のできる服装・運動靴・タオル

をご用意ください。
お問い合わせ
役場福祉保健課
㈲2‐2021（電）48‐8115
メール hoken@tagatown.jp

おめでた・おくやみ

（敬称略）

行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

すくすく相談 12月6日（火）
子どもの健康、子育て等について、ご相談を受け付
けています。

すこやか相談 12月13日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お
気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪
測定も無料でできます。

いきいき相談 12月20日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思
われる方ならどなたでもご相談ください。

介護相談 随　　　　　　時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
赤ちゃんサロン 12月19日（月） 10:00～10:10 0歳代、1歳代の親子・妊婦の方
3～4カ月児（離乳食教室） 12月5日（月） 13:00～13:15 H17年7月生まれの乳児
9～10カ月児健診 12月5日（月） 13:15～13:30 H17年1月生まれの乳児

整形外科健診 12月21日（水） 13:40～14:00 H17年9月・10月生まれの幼児
2歳6カ月児歯科検診 12月6日（火） 13:00～13:15 H15年5月・6月生まれの幼児
3歳6カ月児健診 12月14日（水） 13:00～13:15 H14年5月・6月生まれの幼児

BCG 12月13日（火） 13:30～14:00
生後3～6カ月でBCGが未接種の乳児
※「予防接種手帳を必ずお読みください。

☆各健診および予防接種には、必ず母子手帳・予診表（のびっこ手帳は必要事項を記入して）をご持参く
ださい。
☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。3
歳6カ月児健診は、視力検査と尿検査（来られてから紙コップに取っていただきます）があります。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。

お問い合わせ 役場福祉保健課 ㈲2-2021 （電）48-8115 メール　hoken@tagatown.jp

子育て支援センター ひろばの案内

広　　場 曜日・日時 時　　間 内　　　　　　　　容

にっこり広場
月曜日～金曜日

9:00～12:00
センターの部屋を開放しています。子ども同士、親同士が

（水曜日以外 ※） あそんだり、語りあったりするのに利用してください。

園 庭 開 放
火曜日・金曜日 9:00～12:00

土　　曜　　日 9:00～16:00

赤ちゃんペンギン 第1水曜日・金曜日
広場（0歳児） 1 2月7日・ 8日
ペンギン広場 第 2・ 3水曜日
（1歳児） 12月14日・21日

10:00～12:00
カンガルー広場 第 4 水 曜 日
（2歳児） 1 2 月 2 7 日
キリン広場 第 4 水 曜 日
（3歳児） 1 2 月 2 7 日

※にっこり広場…12月9日、13日、22日はお休みです。

☆子育て相談は、随時行っていますので、気楽に来所していただくか、お電話ください。
☆支援センター利用のお願い 多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のためにいつも閉めていますので、開けてお
入りください。車を止められたら、門扉を閉めておいてください。来館者名簿が保育園の玄関とにっこり広場
の部屋の前にありますので記入をしてから遊んでください。（必ず玄関からお入りください。避難用外階段は、
通常不審者対策のために閉めていますので、上がらないでください）
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025
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保健業務（12月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

多賀ささゆり保育園の運動場を開放しますので自由に遊んでくだ
さい。（砂場のおもちゃは各自で名前を書いて持参してください。）

12月は、エプロンシアターを見たり、わらべうた遊びを
したり、歌を歌ったり、手遊び、ふれあい遊びをして親子
で遊びます。また、センターの職員と子育てについての話
もしています。月ごとの予定は「にっこりメール」でお知
らせします。（各公共施設に掲示しています。）


